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村
上
典
男
委
員
（
自
民
）　

脱
法
ハ
ー
ブ
や
脱

法
ド
ラ
ッ
グ
の
ま
ん
延
を
防
ぎ
、
県
民
の
健
康

を
守
る
最
善
の
方
法
は
、
薬
物
な
ど
に
は
興
味

を
示
さ
な
い
よ
う
、
子
ど
も
の
う
ち
か
ら
教
育

現
場
や
家
庭
な
ど
で
啓
発
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
県
の
考
え
は
。

保
健
福
祉
部
長　

薬
物
に
関
す
る
正
し
い
知
識

の
普
及
は
子
ど
も
の
頃
か
ら
実
施
し
、
社
会
全

体
で
薬
物
を
排
除
す
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
る

こ
と
が
重
要
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
と
も
関

係
団
体
と
連
携
し
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
で
啓

発
の
充
実
強
化
に
努
め
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
本
県
産
シ
イ
タ
ケ
の
風
評
被
害
対

策
、
降
ひ
ょ
う
被
害
も
質
問
）

大
谷
明
委
員
（
無
所
属
） 

中
丸
川
治
水
に
つ
い

て
は
、
河
道
改
修
と
調
節
池
整
備
に
よ
っ
て
対

策
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
調
節
池
整
備
は
、

用
地
取
得
率
約
九
十
%
で
、
平
成
二
十
年
度
の

取
得
以
降
大
き
な
進
展
が
見
ら
れ
な
い
。
調
節

池
整
備
の
今
後
の
具
体
的
な
推
進
方
法
は
。

土
木
部
長　

昨
年
度
か
ら
用
地
取
得
重
点
箇
所

に
位
置
づ
け
、
引
き
続
き
用
地
取
得
に
精
力
的

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
二
十
七
年
度
末
に
大

川
合
流
点
下
流
部
の
河
道
改
修
が
完
了
見
込
み

で
あ
り
、 

そ
の
後
速
や
か
に
調
節
池
の
工
事
に

取
り
か
か
れ
る
よ
う
事
業
推
進
に
努
め
る
。

（
ほ
か
に
、
行
財
政
改
革
、
農
・
食
の
輸
出
に

向
け
た
「
地
産
外
商
」
戦
略
な
ど
も
質
問
）

設
楽
詠
美
子
委
員
（
民
主
）　

い
じ
め
の
定
義

や
い
じ
め
防
止
の
基
本
理
念
、
関
係
機
関
の
責

務
、
さ
ら
に
、
い
じ
め
を
速
や
か
に
調
査
す
る

第
三
者
委
員
会
の
設
置
な
ど
を
定
め
た
、「
い

じ
め
禁
止
条
例
」
を
制
定
す
べ
き
。

教
育
長　

い
じ
め
問
題
に
つ
い
て
の
意
識
や
ア

ピ
ー
ル
の
面
で
一
定
の
効
果
は
期
待
で
き
る
が
、

本
県
に
は
既
に
包
括
的
に
子
ど
も
た
ち
の
健
全

育
成
を
図
る
た
め
の
条
例
が
あ
る
。
条
例
の
趣

旨
を
踏
ま
え
、
関
係
機
関
が
連
携
し
対
策
を
講

じ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

（
ほ
か
に
、
い
じ
め
の
状
況
と
対
策
、
障
が
い

者
の
工
賃
向
上
、
い
ば
ら
き
体
験
型
観
光
復
興

支
援
事
業
も
質
問
）

田
村
け
い
子
委
員
（
公
明
）　

観
光
振
興
の
た

め
に
は
、
地
域
資
源
の
発
掘
と
活
用
が
大
切
で

あ
る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
活
用
し
、
地
域

の
魅
力
を
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
か
ら
発
信
で
き
る

仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
で
は
な
い
か
。

商
工
労
働
部
長　

ツ
イ
ッ
タ
ー
や
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
な
ど
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
※
の
活

用
は
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
情
報
発
信
や
現
代
の

「
口
コ
ミ
」
と
し
て
大
変
有
効
で
あ
る
。
さ
ま

ざ
ま
な
ツ
ー
ル
を
活
用
し
な
が
ら
、
観
光
情
報

の
特
性
に
合
わ
せ
た
双
方
向
の
情
報
交
換
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

（
ほ
か
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
育
成
と
協
働
の
推
進
、

消
費
者
教
育
の
推
進
な
ど
も
質
問
）

志
賀
秀
之
委
員
（
自
民
）　

イ
ノ
シ
シ
に
よ
る

農
作
物
の
被
害
が
増
加
し
て
お
り
、
狩
猟
期
間

の
拡
大
な
ど
に
よ
り
捕
獲
数
を
増
や
す
対
策
が

必
要
と
考
え
る
が
、
県
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
く
の
か
。

生
活
環
境
部
長  

狩
猟
期
間
は
、
現
在
で
も
本

県
で
は
一
ヶ
月
延
長
し
十
一
月
十
五
日
か
ら
三

月
十
五
日
ま
で
と
し
て
い
る
が
、
さ
ら
な
る
期

間
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
と
の
調
整

や
県
民
へ
の
周
知
が
必
要
な
た
め
、
今
後
検
討

を
進
め
て
い
き
た
い
。

（
ほ
か
に
、
浄
化
槽
法
定
検
査
の
受
検
率
向
上

策
、
中
小
企
業
等
グ
ル
ー
プ
施
設
等
災
害
復
旧

事
業
な
ど
も
質
問
）

大
内
久
美
子
委
員
（
共
産
） 

常
陸
那
珂
港
区
は

こ
れ
ま
で
約
三
千
三
百
四
十
億
円
が
投
入
さ
れ

た
が
約
八
割
が
税
金
で
あ
る
。
今
後
も
中
央
ふ

頭
、
南
ふ
頭
の
建
設
で
約
三
千
四
百
六
十
億
円

か
か
る
。
建
設
計
画
見
直
し
を
す
べ
き
で
は
。

知
事　

ひ
た
ち
な
か
地
区
に
立
地
す
る
建
設
機

械
メ
ー
カ
ー
三
工
場
で
二
千
人
超
の
従
業
員
が

働
い
て
い
る
。
関
連
企
業
も
立
地
し
、
若
者
の

働
く
場
の
確
保
に
も
貢
献
し
て
い
る
。
法
人
事

業
税
な
ど
地
元
へ
の
メ
リ
ッ
ト
も
大
き
い
。
県

と
し
て
は
、
今
後
も
常
陸
那
珂
港
区
の
整
備
を

進
め
、
地
域
の
発
展
に
貢
献
し
た
い
。

（
ほ
か
に
、
介
護
保
険
の
改
善
、
県
職
員
の
職

場
環
境
改
善
な
ど
も
質
問
）

臼
井
平
八
郎
委
員
（
自
県
ク
）　

二
〇
二
〇
年

の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
東
京

に
決
定
す
れ
ば
、
地
域
振
興
な
ど
、
様
々
な
効

果
が
期
待
さ
れ
る
。
招
致
支
援
の
考
え
は
。

知
事 

開
催
地
決
定
の
評
価
点
と
な
る
支
持
率

を
向
上
す
る
た
め
、
機
運
を
高
め
る
必
要
が
あ

る
。
こ
の
た
め
、
広
報
紙
「
ひ
ば
り
」
な
ど
で

本
県
に
与
え
る
メ
リ
ッ
ト
な
ど
を
伝
え
て
い
く
。

特
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
テ
レ
ビ
に
お
い
て
は
、

招
致
委
員
会
が
制
作
し
た
Ｐ
Ｒ
映
像
を
配
信
す

る
ほ
か
、
担
当
職
員
な
ど
が
県
民
に
わ
か
り
や

す
く
伝
え
る
番
組
の
配
信
も
考
え
て
い
る
。

（
ほ
か
に
、
地
域
に
お
け
る
国
際
交
流
活
動
の

推
進
、
新
四
号
国
道
の
六
車
線
化
も
質
問
）

福
地
源
一
郎
委
員
（
自
民
）　

警
察
の
取
調
べ

の
透
明
性
確
保
の
た
め
、
録
音
・
録
画
を
試
行

し
て
い
る
が
、
そ
の
現
状
と
課
題
は
。

警
察
本
部
長　

客
観
的
な
記
録
に
よ
り
、
取
調

べ
を
巡
る
不
毛
な
水
掛
け
論
の
回
避
な
ど
効
果

が
あ
る
一
方
、
共
犯
者
に
関
す
る
供
述
が
得
に

く
く
な
る
な
ど
組
織
犯
罪
の
解
明
に
支
障
を
き

た
す
と
の
指
摘
も
あ
る
。
そ
れ
ら
の
課
題
に
留

意
し
つ
つ
、
自
白
の
任
意
性
、
信
用
性
の
効
果

的
な
立
証
方
策
を
検
討
す
る
材
料
と
す
る
た
め
、

種
々
の
事
件
、
様
々
な
場
面
で
の
録
音
・
録
画

の
試
行
を
積
み
重
ね
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
次
世
代
が
ん
治
療
法（
Ｂ
Ｎ
Ｃ
Ｔ
）※

の
実
用
化
な
ど
も
質
問
）

　

九
月
二
十
八
日
に
県
議
会
改
革
等

調
査
検
討
会
議（
海
野
透
座
長
）を
開

催
し
、
新
た
な
議
員
定
数
案
六
十
三

人
に
基
づ
く
選
挙
区
の
見
直
し
案
を

決
定
し
、
同
日
、
議
長
に
答
申
し
ま

し
た
。

　

見
直
し
案
の
内
容
は
、「
水
戸
市
選

挙
区
を
現
定
数
七
か
ら
一
減
し
、
新

定
数
を
六
と
す
る
。
筑
西
市
選
挙
区

を
現
定
数
三
か
ら
一
減
し
、
新
定
数

を
二
と
す
る
。
東
茨
城
郡
南
部
選
挙

区（
現
在
は
茨
城
町
及
び
大
洗
町
）を

茨
城
町
単
独
の
選
挙
区
と
し
、
現
定

数
二
か
ら
一
減
し
、
新
定
数
を
一
と

す
る
。
鉾
田
市
選
挙
区
に
大
洗
町（
現

在
は
東
茨
城
郡
南
部
選
挙
区
）を
合
わ

せ
、
現
定
数
一
を
一
増
し
、
新
定
数

を
二
と
す
る
。」と
い
う
も
の
で
す
。

県
議
会
改
革
等
調
査
検
討
会
議
を
開
催
し

新
た
な
議
員
定
数
案
六
十
三
人
に
基
づ
く

選
挙
区
の
見
直
し
案
を
決
定
・
答
申

　次回の、平成24年第4回定例県議会は、12月6日から12月
21日までの16日間の会期日程で開催される予定です。

お知らせ

ことば ※【ソーシャルメディア】…ユーザーが情報を発信し、形成していくメディアのこと。個人が発信する情報が不特定多数のユーザーに対して露出され、閲覧したユーザーはレスポンスを返すこと
ができる。ユーザー同士のつながりを促進する様々なしかけが用意されており、互いの関係を視覚的に把握できるのが特徴。

※【BNCT】…原子炉などから発生する中性子とホウ素との反応を利用して、正常細胞にあまり損傷を与えず、腫瘍（しゅよう）細胞のみを選択的に破壊する治療法。

議長に答申書を手渡す県議会改革等調査検討会議の海野座長
（写真左から常井座長代理、海野座長、磯崎議長、細谷副議長）

予 算 特 別 委 員 会

村む
ら
か
み上　

　

典の
り
お男　

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

大お
お
た
に谷　

　
　

明
あ
き
ら　

（
無　
　

所　
　

属
）

設し
だ
ら楽　

詠え

み

こ
美
子　
（
民　
　

主　
　

党
）

田た
む
ら村　

け
い
子こ　
（
公　
　

明　
　

党
）

志し

が賀　
　

秀ひ
で
ゆ
き之　

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

大お
お
う
ち内　

久く

み

こ
美
子　
（
日
本
共
産
党
）

臼う
す
い井　

平へ
い
は
ち
ろ
う

八
郎　
（
自
民
県
政
ク
ラ
ブ
）

福ふ
く
ち地　

源げ
ん
い
ち
ろ
う

一
郎　
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

●
質
問
者

月日 曜 議 事 予 定

12 . 6 木 議会運営委員会
本会議（開会、知事提出議案説明）

7 金 休会（議案調査）

8 土
9 日
10 月 休会（議案調査）

11 火 議会運営委員会、本会議（一般質問・質疑）

12 水 議会運営委員会
本会議（一般質問・質疑、議案常任委員会付託）

13 木 休会（常任委員会）

14 金 休会（常任委員会）

15 土
16 日

17 月 休会
（東日本大震災復興・元気ないばらきづくり調査特別委員会）

18 火 休会（決算特別委員会）

19 水 休会（議事整理）

20 木 休会（議事整理）

21 金 議会運営委員会
本会議（委員長報告、採決、閉会）


